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令和４年の火災・救急等の概況について（速報） 

 

令和４年中の川崎市における火災、救急等の概況を次のとおりお知らせします。 

１ 火災概要 

 （１）市内火災件数 

令和４年中の火災件数は３４５件で、令和３年の３６３件から１８件減少し、１日あた  

りの発生件数は約０．９件でした。また、過去１０年間の平均火災件数は約３４８件とな

ります。 

 

 

火災件数を建物、車両及びその他の火災に分類すると、建物火災が２４２件と最も多

く、全体の７０．１％を占めています。  
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【過去10年間の火災件数推移】

建物火災 242

車両火災 15

その他の火災 88

【火 災 種 別】

建物火災 車両火災 その他の火災
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 （２）火災原因

火災原因は、「１位  放火５８件」、「２位  こんろ５４件」、「３位  たばこ３９件」

の順となっており、前年と比較すると「放火」は１３件減少、「こんろ」は２２件増加、

「たばこ」は１２件減少しています。 

 

 

 

 （３）火災による死者及び負傷者の状況 

  ア 火災による死者は５人で、前年と比較すると６人減少しており、死者の発生原因別で

は、逃げ遅れによるものが３人、不明が２人となっています。年齢別では、６５歳以上

の高齢者が４人、不明が１人となっています。 

イ 火災による負傷者は６４人で、前年と比較して１１人増加しています。                                                        
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【主な火災原因】
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【過去10年間の火災による死者数】
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２ 救急概要 

 （１）救急出場件数 

令和４年中の救急出場件数は、８４，７７６件で過去最多の出場件数となりました。

令和３年に比べ１４，８９３件（２１．３％）増加し、１日平均の出場件数は２３２．３

件で約６分１２秒に１件の割合で救急出場したことになります。 

 （２）搬送人員 

  ア 搬送人員は、６７，１８３人で令和３年に比べて９，３４３人（１６．２％）増加し、

市民の２２．９人に１人を搬送したことになります。 

  イ 原因別の搬送人員は、急病が４７，６３２人（７０．９％）、一般負傷が１０，１７

４人（１５．１％）、交通事故が３，０７５人（４．６％）となっており、この３種の

原因で全体の９０．６％を占めています。 

    なお、搬送人員のうち入院を必要としない「軽症者」は、３４，３０７人で全体の  

５１．１％となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

救急出場件数 63,46464,89765,82568,43969,31872,85475,51366,95169,88384,776

搬送人員 56,40256,88057,52859,93760,50863,76365,12856,23557,84067,183

軽症者数 32,62731,73632,35333,28832,62835,12134,58127,66228,40434,307
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（３）令和４年中の特徴 

救急出場件数は、２年連続で増加しており、搬送人員を年齢別割合でみると、６５歳以

上の高齢者は５５．９％で、前年より０．４ポイント増加しました。その他、成人（１８

歳から６４歳）は３４．３％で、前年より１．９ポイント減少、少年（７歳から１８歳未

満）は３．１％で前年より０．４ポイント増加、乳幼児（７歳未満）は６．６％で、前年

より１．１ポイント増加しました。 

（４）年末年始の餅による事故 

年末年始（令和４年１２月２９日から令和５年１月３日まで）に餅を喉に詰まらせて 

救急搬送された件数は２件で、前年同時期の０件に比べて２件増加となっています。 

 

 

３ １１９番通報受信状況 

   令和４年中の１１９番通報受信件数は、１０３，０８４件で、前年と比べて１６，８３９

件（＋１９．５％）増加し、１日平均の受信件数は約２８２．４件（５分０６秒に１件）でした。 

   また、携帯電話による１１９番通報は、６３，２４３件（全体の６１．４％）で、前年と

比べて１１，９７１件増加しました。 

 

   

４ 消防局からのお願い 

 （１）放火防止対策について 

   「放火」が火災原因の最上位であることから、家の周りに燃えやすいものを置かない、

ごみは決められた日の朝に出すなど、「放火されない環境づくり」に御協力をお願いしま

す。 
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（２）住宅用火災警報器の設置・維持管理について 

   住宅火災による被害の軽減に向けて、「住宅用火災警報器」の設置及び維持管理をお願

いします。いざというときに正しく作動するよう、定期的に作動確認を行うことを習慣づ

けてください。 

（３）着衣着火に御注意ください！ 

着衣着火とは、調理中のこんろの火が袖口に燃え

移るなど、何らかの火源により身に着けている衣類

に着火した火災のことで、近年、多発しています。着

衣着火を防ぐためには、「袖口やすそが広がっている

衣服を身に着けて火を扱わない」、「調理の際に炎が

鍋底からはみ出さないように気をつける」、「こんろ

の周囲に置いてある調理器具や調味料を取ろうとし

た際に、こんろの火が衣服に燃え移る可能性があるので、こんろの周囲にはものを置かな

い」など、日頃の習慣が大切です。 

（４）救急車の適正な利用に御協力ください！ 

川崎市救急医療情報センター（０４４－７３９－１９１９）では、２４時間体制で医療

機関を紹介（新型コロナウイルス検査についての御案内はしておりません。）しているほ

か、医療機関への交通手段がない場合にタクシーや民間救急車を案内する「サポート救急」

という制度もありますので、こちらも御活用ください。 

併せまして、川崎市ホームページにて「川崎市救急受診ガイド」を提供しておりますの

で、救急車の適正な利用をする際の判断材料として御利用くださいますようお願いしま

す。 

 

 

 

 


